
上

欄

下

欄

無
形
文
化
財

保

持

者

名

称

氏

名

芸
名
・
雅
号

生

年

月

日

住

所

工
芸
技
術
の
部

瀬
戸
黒

加
藤

孝
造

昭
和
十
年
三
月
十
二
日

岐
阜
県
多
治
見
市
星
ケ

台
二
丁
目
一
一
一
番
地

紋
紗

土
屋

順
紀

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
六

日

岐
阜
県
関
市
虹
ケ
丘
北

三
番
二
号

上

欄

下

欄

重
要
無
形
文
化
財

保

持

者

名

称

氏

名

芸
名
・
雅
号

生

年

月

日

住

所

工
芸
技
術
の
部

友
禅

二
塚

長
生

昭
和
二
十
一
年
八
月
十
二
日

石
川
県
金
沢
市
窪
三
丁

目
五
六
〇
番
地
一
〇

蒔
絵

中
野

孝
一

昭
和
二
十
二
年
六
月
十
六
日

石
川
県
石
川
郡
野
々
市

町
清
金
三
丁
目
一
四
一

番
地

鍛
金

玉
川

宣
夫

昭
和
十
七
年
一
月
五
日

新
潟
県
燕
市
花
見
五
五

番
地
一

上

欄

下

欄

文
化
財
の
保
存
技
術

保

持

者

有
形
文
化
財
等
関
係
及
び
無
形
文
化
財
等
関
係

名

称

氏

名

雅

号

生

年

月

日

住

所

蒔
絵
筆
製
作

村
田

重
行

昭
和
十
七
年
五
月
三
十
日

京
都
府
京
都
市
下
京
区

富
小
路
通
綾
小
路
下
る

塗
師
屋
町
九
七
番
地

上

欄

下

欄

選
定
保
存
技
術

保

持

者

名

称

氏

名

雅

号

生

年

月

日

住

所

有
形
文
化
財
等
関
係

表
具
用
刷
毛
製
作

田
中

重
己

昭
和
十
六
年
十
月
七
日

千
葉
県
習
志
野
市
藤
崎

五
丁
目
七
番
五
号

平成™™年 月�日 月曜日 第œš ˜号官 報
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
四
十
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
無
形
文
化
財
を
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
し
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
を
当
該
重
要
無
形
文
化

財
の
保
持
者
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
四
十
三
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十

一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
選
定
保
存
技
術
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
を
当

該
選
定
保
存
技
術
の
保
持
者
と
し
て
追
加
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
百
四
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

七
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
四
十
二
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
文
化
財
の
保
存
技
術
を
選
定
保
存
技
術
に
選
定
し
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
を
当
該
選
定
保

存
技
術
の
保
持
者
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
六
号

食
品
衛
生
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）

第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基

準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
た
だ
し
、
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
製
造
さ
れ
、
又
は

輸
入
さ
れ
る
お
も
ち
や
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
４
お
も
ち
や
の
部
Ａ
お
も
ち
や
又
は
そ
の
原
材
料
の

規
格
の
項
７
の
目
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７
お
も
ち
や
の
可
塑
化
さ
れ
た
材
料
か
ら
な
る
部

分
は
，
フ
タ
ル
酸
ジ
`
ｎ
`
ブ
チ
ル
，
フ
タ
ル
酸

ビ
ス
（
２
`
エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
）
又
は
フ
タ
ル
酸

ベ
ン
ジ
ル
ブ
チ
ル
を

0•
1％
を
超
え
て
含
有
し
て

は
な
ら
な
い
。

第
４
お
も
ち
や
の
部
Ａ
お
も
ち
や
又
は
そ
の
原
材
料
の

規
格
の
項
８
の
目
中「

お
も
ち
や
に
は
、」

を「
お
も
ち
や

（
９
の
目
に
規
定
す
る
部
分
を
除
く
。）に
は
，」

に
改
め
、

同
項
11
の
目
中「

１
～
８
ま
で
」

を「
１
の
目
か
ら
６
の

目
ま
で
，
1
0の
目
及
び
1
1の
目
」

に
改
め
、
同
目
を
同
項

12
の
目
と
し
、
同
項
中
10
の
目
を
11
の
目
と
し
、
９
の
目

を
10
の
目
と
し
、
８
の
目
の
次
に
次
の
一
目
を
加
え
る
。

９
食
品
衛
生
法
施
行
規
則
第
7
8条
第
１
号
に
規
定

す
る
お
も
ち
や
の
う
ち
，
乳
幼
児
の
口
に
接
触
す

る
こ
と
を
そ
の
本
質
と
す
る
部
分
で
あ
つ
て
可
塑

化
さ
れ
た
材
料
か
ら
な
る
部
分
は
，
フ
タ
ル
酸
ジ

イ
ソ
デ
シ
ル
，
フ
タ
ル
酸
ジ
イ
ソ
ノ
ニ
ル
又
は
フ

タ
ル
酸
ジ
`
ｎ
`
オ
ク
チ
ル
を

0•
1％
を
超
え
て

含
有
し
て
は
な
ら
な
い
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
四
十
一
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
重
要
無
形
文
化
財
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
者
を
当
該
重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
と
し
て
追
加
認

定
し
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
六
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

œ
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